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三者共催による第 2 回定例国会行動は、国公労連の

島袋慶三中央執行委員による司会のもとで 130 人が参

加しておこなわれました。自民党の裏金疑惑について、

調査結果を公表したものの真相は明らかにされず、

国民の怒りはますます高まっています。参加者は

「金権腐敗の自民党政治を終わらせよう」などと、全

教の板橋由太朗中央執行委員によるコールで国会に向

けて声をあげました。当日は、新婦人による｢秋の行

動｣署名提出集会や東京土建、埼玉大運動による議員要

請などの国会行動もとりくまれました。 

 

 

金権腐敗の岸田政権を解散・総選挙に追い込もう！ 

 

金権腐敗政治の根を断ち、自民党政治を終わらせよう！ 

主催者を代表して挨拶をおこなった農民連の長谷川敏郎会長は、国民は確定

申告で 1 円 2 円も計算して納税するが、自民党議員は裏金で脱税のやりたい放

題だと批判。被災した農家の激励と農業被害調査を行ってきたことを報告し

｢能登半島は国連食料農業機関が 2011 年に日本で初めて認定した世界農業遺

産であり本来なら国をあげて復興に集中すべきだ｣と指摘。今国会で提出され

る農業基本法改正案は自給率向上に背を向けるものであり、同時に出される

『戦時食料法』は戦時に備えて農家に芋作りを強制し罰金刑まで儲けるなど

「戦争する国のための食料基本法は絶対に許さない」として、｢いまこそたた

かいを大きく広げて岸田政権を解散･総選挙に追い込もう｣とよびかけました。 

～第 213 通常国会 安保破棄中実委･中央社保協･国民大運動 共催 2.14 定例国会行動～ 

国会情勢を報告した日本共産党国会議員団の高橋千鶴子衆議院議員は、

自民党全議員に行った政治資金パーティー収入による裏金疑惑の調査につ

いて「収支報告書への記載漏れがあったかなかったかと金額についての 2

点だけの設問であり、全く信用性のない中身であることが明らかになっ

た」と指摘し、政治倫理審査会の開催を野党 4 党で申し入れていると報

告。「被災地の皆さんにとっては明日住む家も補償されていないなかで、パ

ーティーで寄付金を集めて私腹を肥やし選挙で使う。それだけのお金は被

災地、物価高騰対策、くらし、子どもたちの未来にこそ使うべきだ。自民

党政治を終わらせるためにご一緒に頑張りましょう」とよびかけました。 



 

「死の商人国家」への道に突き進む、武器輸出ルール緩和は許さない！ 
                                             

 
「裏金議員を捜査し、課税せよ」の声を大きくあげよう！ 

 

金権腐敗の岸田政権を追い込む力にしていこう！ 
 

中央社保協の林信悟事務局長は、とりくみを紹介しながら

「予定されている一つひとつの行動や集会を大きく成功させ

て、金権腐敗の岸田政権を退陣に追い込む力にしていこう」と

よびかけて行動提起を行ないました。 

◆19 日(月)18:30～ 2.19 議員会館前行動「金権腐敗の自民党政治糾弾！軍拡増税反対！強制代執行に
よる大浦湾埋め立て着工糾弾！ 総がかり/全国市民アクション 

◆22 日(木)14:00～ 緊急院内集会「憲法審査会は、今！」衆議院第一多目的ホール 総がかり行動 
◆24 日(土)13:30～ デモ出発 14:50～ ロシアのウクライナ侵攻から 2 年 ウクライナに平和を！2.24
青山集会&デモ 都立青山公園南地区多目的広場 さよなら原発 1,000 万人アクション/総がかり 

◆26 日(月)14:00～ ｢防衛装備移転三原則｣改悪中止を求める署名提出･政府交渉 院内集会  
衆院第二 第 5 会議室 日本平和委員会 

次回以降日程 3/6（参議院会館前を予定）、3/27、4/10、4/24、5/8、5/22、6/5、6/19  

       12：15～13：00  衆議院第 2 議員会館前 

日本平和委員会の千坂純事務局長は、5 年間で 43 兆円もの大軍拡 2 年

目の予算は、辺野古新基地や馬毛島基地建設の補正予算を含めれば 8.4 兆

円近くにもなると強調。「アメリカの兵器爆買いで借金を増やし、少子化

対策といって国民には増税、社会保障予算や中小企業、農業予算を削減す

る。強靱化というのであれば被災者支援や防災予算を増やすべきだ」と指

摘。岸田政権は伊、英と戦闘機の共同開発契約を結び、その司令塔となる

機関の設立を前に、2 月中にも武器輸出ルールの更なる緩和を強引に進め

ようとしていると訴え、署名への協力をよびかけました。 

全商連の中山眞常任理事は、｢24 年度予算は憲法に反する許しがたい内容であ

り断固反対するとともに、税の集め方と使い途を大きく転換し是正すべきだ｣と強

調。｢一般会計に占める軍事費の割合は 16.6％も延びており社会保障費の 7.2

倍。大企業優遇の法人税減税も国会で審議され、フリーランスや小規模事業者は

インボイス制度によって仕事をすればするほど増税になり、大企業は作れば作る

ほど法人税は安くなる。『復興･再建のためにも消費税減税を』の被災者の切実な

声は無視され、街を破壊し命を奪う戦闘機の部品の消費税は免除する。裏金議員

を野放しにすることは許されない。みんなで大きく声をあげよう｣と訴えました。 

全日本民医連の宮澤洋子常駐理事は、「岸田政権の原発推

進政策は許せません。今回の能登半島地震で皆さんがほん

とうにヒヤッとしたと、また、いまでも大丈夫かと思って

いらっしゃると思います。ぜひ、撤回させましょう」と、

49,080 人から寄せられた岸田政権の原発推進政策の撤回

を求める署名を高橋千鶴子議員に託しました。 


